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 10月17日（土）には岩手山で去年より８日遅く、平

年より４日遅い初冠雪が観測されました。季節はいよい

よ晩秋から初冬へと移り変わっていきます。熱中症対策

で授業中には外していたマスクも、食事以外には着用す

るよう心掛け、コロナだけではなくインフルエンザにも

気をつけたいと思います。総合型選抜入試、民間就職試

験が始まり、学校推薦型選抜（従来の推薦入試）の願書

受付もスタートします。3 年生にとっては正念場を迎え

る時期となります。1，2年生も頑張る先輩方にエールを

送るとともに、より充実した学校生活となるよう目標を

持って臨みましょう！ 

＜県高総文祭総合開会式＞ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10月9日（金）盛岡市の県民会館で第43回県高校総

合文化祭の総合開会式が行われました。コロナ禍のため、

残念ながら例年式典で行う合唱や演技は中止となりまし

たが、本校生が中心となって生徒企画委員を務め、委員

長の久保輝汐（2年）さんが

と力強く歓迎のこ

とば述べました。当日は、文化部を中心に約 50 人の生

徒が係を務め、最後には連盟旗を来年度開催の釜石高校

の代表者に引き継ぎ、つつがなく式典を終了することが

できました。 

＜芸術鑑賞会＞ 
10月13日（火）にマリオスで芸術鑑賞会が開催され

ました。今年度は劇団笑う猫によるミュージカル「夢果

てるとも～ドンキホーテの生涯」が上演されました。例

年であれば、保護者にもお声がけをするのですが、感染

症対策として、密を防ぐ形で座席をそれぞれ一つ空け、

生徒と教職員のみでの鑑賞となりました。 

役者の皆さんも感染症対策としてマウスシールドを付

けての演技でした。歌いにくいと思いましたが、さすが

そこはプロ集団、見事な舞台となりました。 

＜全校礼拝より＞ 
 旧約聖書 創世記 第9 章 8 節～11 節  



＜部活動の活躍から＞ 
今月も各部が様々な活躍をしてくれました。まず、陸

上部は高校駅伝予選で堂々の２位入賞を果たし、東北大

会に駒を進めました。来月の日報駅伝も期待大です。柔

道部は新人大会、準決勝でライバル盛岡中央を僅差で破

るも、決勝で盛岡南に後塵を拝し２位。来月の県選抜で

リベンジに燃えます。秋季大会県３連覇の野球部は東北

大会、初戦の２回戦で敗退、残念ながら選抜出場はなり

ませんでした。この冬を乗り越え、夏に勝負です。サッ

カー部は選手権大会で３回戦まで駒を進め、ソフトテニ

ス部は城内・下田ペアが東北私学大会でベスト16、あと

1勝で全国大会でした。どの部にも乗り越えなければな

らない壁が存在するようです。目標に到達するためには

何が必要なのか、自ら考え、行動に移し、勝ち抜く力を

付けてほしいと期待しています。 

（10/22） 
第2位 2時間10分21秒【1区 大宮大虎①区間新  

2区 若林夢希② 3区 佐藤碧①区間新 4区 武蔵旭② 
5区 清水畑永和② 6区 佐々木稼全② 7区折戸元希②】 

 

（10/16～17） 

団体 第2位 2回戦5－0盛岡商 準々決勝3－１福岡工 

準決勝2－2（内容勝ち）盛岡中央 決勝2－3盛岡南 

個人 60kg級③安部将矢 66kg級①勝田隆暖 73kg級

③伊藤匠90kg級①土屋琉空 ③佐藤真将100kg②菊地

悠希 ③相場啓吾 100kg超級①熊谷恒太 

（10/10,16～17） 
1回戦1－0一関工 2回戦5－0黒沢尻北 3回戦0－8
盛岡商 

（10/1４） 
2回戦7－10羽黒（山形第2） 

＜「評伝 むのたけじ」を読む＞ 
 21歳で報道の世界に入り、101歳で亡くなるまで、日

本の戦前戦後を鋭く見続けたジャーナリスト。むのは大

正4年（1915年）秋田県の小作農民の家に生まれる。

働いても働いても、貧困から抜け出せない絶対的格差の

中で働く両親を目の当たりにして育ち、「社会の仕組みを

変える」と決意。東京外国語学校（現・東京外大）へ入

学、報知新聞を経て昭和15年朝日新聞社に入社。従軍

記者として戦場を目の当たりにする。昭和20年、「負け

戦を勝ち戦のように報じて国民を裏切ったけじめをつけ

る」と終戦の日に退社。「ジャーナリストは何が出来たの

か」「どうすれば人間が幸せに暮らせる社会が出来るの

か」二つの命題を胸に、故郷の秋田 
に戻り週刊新聞「たいまつ」を創刊。 
読者とともに作る新聞を目指し、常 
に生活者の視点から日本そして世界 
を見つめ、鋭く深い思索に裏打ちさ 
れた言葉を紡ぎ出してきた。「戦争 
絶滅」を訴え続ける姿にただただ圧 
倒されるばかりである。 
今月の言葉 
「学ぶことをやめれば、人間であることをやめる。生きること

は学ぶこと、学ぶことは育つことである。」（むのたけじ） 


